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商標登録 
 

あ な た の ブ ラ ン ド を 守 り た い 

INPIT 和歌山県知財総合支援窓口 
〒640-8033 和歌山市本町二丁目 1 番地フォルテワジマ６F 

TEL.０７３‐４８８‐３２５６ 

「商標登録」に関するあらゆる悩み

（調査・出願・権利化の仕方）を 

いつでも無料で相談できます！ 

お問合せは 
こちら 

しませんか？屋 号 

ロゴマーク  

商品名 

に
み
か
ん
を
あ
け
て
保
管
し

た
り
、
み
か
ん
収
穫
の
時
期

だ
け
シ
モ
ザ
や
ナ
ン
ド
の
畳

を
上
げ
て
選
果
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
納
屋
に
は
、
手

伝
い
の
人
が
宿
泊
し
た
部
屋

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

伊
藤
家
住
宅
は
、
伝
統
的

な
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
地

場
産
業
（
み
か
ん
）
と
密
接

に
結
び
つ
い
た
建
造
物
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
す
。

提
供
・
有
田
市
文
化
協
会

第
二
十一回
有
田
ふ
る
さ
と

　
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り

十一月
五
日
㈰
開
催

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先:紀州有田商工会議所　ＴＥＬ:８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

9月4日㈪・1１日㈪
19日㈫・25日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

9月11日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

9月12日㈫
午後１時～3時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫

担当者
運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

よろず 支 援 拠 点
デザイン相談会
開催日：9月13日㈬
　　　　１３時～１６時
商品開発・企画に関する出張相談会

※相談無料、事前予約
＊申込、問合せは商工会議所へ

事業承継・引継ぎ
出 張 相 談 会
事業承継・引継ぎ支援セン
ターによる出張相談会を開
催します。

開催日：9月27日㈬
　（毎月第4水曜日）

時　間：１３時～１６時
※秘密厳守、相談料無料

無料登記相談会
開催日：9月13日㈬

１３時～1５時

相談員：宮本ひふみ
　　　　司法書士事務所

宮本ひふみ 氏

※相談無料、事前予約制
＊申込、問合せは商工会議所へ

9月11日㈪・２5日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

9月12日㈫
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・求職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

9月12日㈫
午後１時～３時

年金・助成金相談
場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上寿美子
社会保険労務士

年金、助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等9月

─民話・伝説─
No.119こんな話が残っています

き
な
石
碑
、「
紀
州
蜜
柑
剏
祖

之
碑
」
も
一
緒
に
県
の
史
跡

に
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
家
住
宅
は
、「
主
屋
」・

「
土
蔵
」・「
納
屋
（
門
及
び

脇
塀
付
）」
の
三
棟
が
、
有

田
市
で
初
め
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

建
築
当
初
は
、
主
屋
と
土
蔵

の
間
に
は
建
物
は
な
く
、
座

敷
は
明
治
四
十
三
年
に
増
築

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
主
屋
・

土
蔵
の
建
築
年
代
は
不
明
で

す
が
、
和
釘
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
や
、
小
屋
組
の
部
材

の
加
工
痕
か
ら
、
江
戸
時
代

末
期
の
建
築
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
納
屋
も
建

築
年
代
は
不
明
で
す
が
、
一

般
的
に
明
治
二
十
年
頃
か
ら

使
用
さ
れ
る
洋
釘
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
機
械
製
材

で
な
い
こ
と
か
ら
、
明
治
時

代
後
期
の
建
築
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

主
屋
は
木
造
平
屋
建
て
・

一
部
つ
し
二
階
（
小
屋
裏
）

で
屋
根
は
切
妻
造
り
、
本
瓦

葺
き
で
、
内
部
は
、
ダ
イ
ド

コ
ロ
が
土
間
に
張
り
出
し
た

「
食
い
違
い
四
間
取
り
」
と
い

う
間
取
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

紀
北
や
紀
中
で
は
食
い
違
い

四
間
取
り
が
一
般
的
で
、
二

間
取
り
→
三
間
取
り
→
食
い

違
い
四
間
取
り
→
整
形
四
間

取
り
と
い
う
流
れ
で
間
取
り

が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

昔
は
、
主
屋
の
土
間
に
ム

シ
ロ
を
敷
い
て
、フ
ン
ゴ（
ム

シ
ロ
で
作
っ
た
籠
）
か
ら
直

有田市国登録有形文化財第一号 ─伊藤家─

有
田
市
糸
我
の
伊
藤
家

は
、
代
々
続
く
み
か
ん
農
家

で
す
。
み
か
ん
の
歴
史
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
天
正
年
中

（
一
五
七
三
～
一
五
九
一
）
に
、

当
家
の
六
代
目
伊
藤
孫
右
衛

門
が
、
肥
後
八
代
（
熊
本
県

八
代
）
か
ら
小
蜜
柑
の
苗
木

を
二
本
持
ち
帰
り
、
そ
の
う

ち
一
本
を
栽
培
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
そ
の
み
か
ん
は
接
木

さ
れ
五
代
目
と
な
り
「
紀
州

み
か
ん
」
最
初
の
地
と
し
て

県
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、有
田
公
園
に
建
つ
、

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
大

○
開
催
日

令
和
五
年
十
一
月
五
日
㈰

十
時
～
十
五
時

○
会
場

ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園

南
側
河
川
敷

○
テ
ー
マ

『
食
を
通
じ
て
地
域
の
繋

が
り
を
創
造
』　

○
事
業
内
容

●
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

〈
出
店
者
募
集
に
つ
い
て
〉

・
本
年
の
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
は
自
社
商
品
の
魅
力
に

重
点
を
置
き
開
催
い
た
し

ま
す
。

有
田
郡
市
内
で
営
業
許
可

を
お
持
ち
の
事
業
所
に
つ
い

て
は
自
社
商
品
で
の
出
店
も

可
能
で
す
。
個
人
や
グ
ル
ー

プ
で
営
業
許
可
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
し
く
は
有
田
郡
市

内
外
の
方
は
従
来
の
有
田
地

域
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

商
品
で
出
店
が
可
能
で
す
。

○
出
店
要
領

・
応
募
は
個
人
、グ
ル
ー
プ
、

事
業
所
を
問
い
ま
せ
ん
。

・
一
商
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

な
り
ま
す
が
、
サ
ブ
商
品

の
販
売
も
可
能
で
す
。

・
商
品
の
販
売
は
現
金
支

払（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
可
）

と
な
り
ま
す
。

・
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
当
日
、
実
演
販
売
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
コ
ン
テ
ス
ト
出
店
は
四
十

店
舗
を
予
定
し
て
お
り
、

応
募
多
数
の
場
合
は
、
事

前
に
審
査
に
て
選
考
い
た

し
ま
す
。

・
出
店
者
の
方
を
対
象
に
事

前
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

・
出
店
料
は
二
，
〇
〇
〇

円
（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の

出
店
は
四
，
〇
〇
〇
円
）、

電
気
水
道
使
用
料
二
，

〇
〇
〇
円

・
テ
ン
ト
は
運
営
側
で
用
意

し
ま
す
。
大
き
さ
は
一
．

八
ｍ
（
横
）
×
二
．
七
ｍ

（
奥
行
）
で
す
。

・
衛
生
面
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
営
業
許

可
を
取
得
し
て
い
る
場
所

で
調
理
し
た
も
の
は
生
も

の
で
の
出
店
は
可
能
で
す

が
、
基
本
的
に
は
過
熱
・

殺
菌
処
理
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
出
店
申
込
：
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

・
申
込
締
切
：
十
月
六
日
㈮

必
着

●
舞
台
イ
ベ
ン
ト

・
総
合
司
会　

わ
ん
だ
ー
ら
ん
ど
（
和
歌

山
県
住
み
ま
す
芸
人
）

・
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス

〈
出
演
者
募
集
に
つ
い
て
〉

当
日
、
会
場
内
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
ダ
ン
ス
等
を
披
露

す
る
チ
ー
ム
・
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
但
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
会
員
事
業
所
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
特
産
市
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
露
店
関
係

出
店

●
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会

●
問
・
申
込

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七-

八
三-

四
七
七
七

当
商
工
会
議
所
で
は
、
令

和
三
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
事
業
」

を
本
年
度
も
行
う
。

本
年
度
も
地
元
の
方
に
地

元
の
店
舗
を
知
っ
て
も
ら

い
、「
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
」
や
「
最
近

あ
の
お
店
へ
行
け
て
い
な
い

な
」
と
い
っ
た
方
へ
の
来
店

の
“
き
っ
か
け
づ
く
り
”
を

促
進
し
、『
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
』

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

■
事
業
内
容　

事
業
期
間
中
に
参
加
店
舗

で
買
い
物
や
飲
食
を
し
た
お

客
様
を
対
象
に
し
た
シ
ー
ル

ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
期

間
中
に
買
い
物
・
飲
食
で
シ
ー

ル
を
貼
付
け
し
、
期
間
中
に
シ

ー
ル
を
八
枚
集
め
て
応
募
す

る
と
抽
選
で
景
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
適
格
請
求
書

（
以
下
、イ
ン
ボ
イ
ス
）と
は

・
売
り
手
が
買
い
手
に
対
し

て
、
適
用
税
率
や
消
費
税
額

等
を
伝
え
る
も
の
で
、
現
行

の
請
求
書
に「
登
録
番
号
」「
税

率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税

額
等
」
を
追
記
し
た
も
の
。

・
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る

に
は
税
務
署
長
に
登
録
申
請

書
を
提
出
し
、
発
行
事
業
者

と
し
て
の
登
録
と
、
登
録
番

号
の
通
知
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

る
と
ど
う
な
る
の
か

・
自
社
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
し
な
い
と
、
販
売
先
は
仕

入
税
額
控
除
が
出
来
な
い
の

で
、
販
売
先
が
取
引
を
見
直

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
仕
入
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

を
入
手
で
き
な
い
と
、
自
社

は
仕
入
税
額
控
除
が
出
来
な

い
の
で
、
自
社
の
税
負
担
の

増
加
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、
国

税
庁
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

〇
一
二
〇
‐
二
〇
五
‐
五
五
三
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
商
工
会
議
所
と
和
歌
山

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が
連
携

し
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

各
月
の
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
以
下
の
と
お
り
。

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
商
工
会
議
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
九
月
開
催
分

令
和
五
年
九
月
十
三
日
㈬

十
三
時
～
十
六
時

・
相
談
内
容
：
デ
ザ
イ
ン（
ロ

○
日
時

令
和
五
年
九
月
十
二
日
㈫

十
三
時
～
十
六
時

（
一
組
三
十
分
）

○
場
所

商
工
会
議
所　

四
階
相
談
室

○
弁
護
士

福
田
泰
明　

弁
護
士

○
相
談
料　
無
料

○
定
員　
六
組

※
予
約
制
、
先
着
順

○
申
込
・
問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
‐

八
三
‐
四
七
七
七

当
商
工
会
議
所
で
は
、
八

支
部
に
お
い
て
支
部
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
今
般
、
各
支

部
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
支
部
会
員

交
流
会
」
を
開
催
す
る
。

各
支
部
の
会
場
は
以
下
の

通
り
。

○
初
島
支
部

九
月
二
十
二
日
（
金
）

十
八
時
～

会
場
…
松
林

○
港
支
部

九
月
十
五
日
（
金
）

十
八
時
～

会
場
…
お
好
み
焼
し
ょ
う
わ

○
箕
島
支
部

十
月
四
日
（
水
）

十
八
時
～

会
場
…
鮎
茶
屋

○
宮
崎
支
部

十
月
十
二
日
（
木
）

十
八
時
～

有
田
市
で
は
物
価
高
騰
に

よ
り
負
担
増
と
な
る
市
民
の

生
活
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
市
内
事
業

所
の
経
済
活
動
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
、
有
田
市
地
域
活
性

化
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

○
配
布
対
象
者

令
和
五
年
八
月
一
日
時
点

で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
の

あ
る
有
田
市
民

○
商
品
券
概
要

・
額
面
：
対
象
者
一
人
に

つ
き
、
一
〇
，
〇
〇
〇
円

（
内
地
元
店
舗
限
定
券
五
，

有
田
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
第
四
十
一
回
紀
文
ま
つ

り
」
が
八
月
十
一
日
（
金
祝
）、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
四
年
ぶ

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り

当
日
は
約
三
八
，
〇
〇
〇
人
が

来
場
。家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
、

友
達
同
士
な
ど
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

○
日
時

令
和
五
年
九
月
十
三
日
㈬

十
三
時
～
十
五
時

○
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

四
階　

相
談
室

○
相
談
員

宮
本
ひ
ふ
み
司
法
書
士
事
務
所

宮
本
ひ
ふ
み　

氏

○
相
談
料　
無
料

■
期
間　
　

令
和
五
年
十
月
一
日
㈰
～

十
一
月
三
十
日
㈫

■
参
加
店
舗

　

一
二
一
店

■
抽
選
景
品

・
特
賞　

旅
行
券
三
万
円
分

（
二
本
）

・
一
等　

特
産
品
セ
ッ
ト

　
（
十
本
）

・
二
等　

特
産
品

　
（
二
十
五
本
）

・
三
等　

特
産
品

　
（
五
十
本
）

　
同
時
開
催
事
業

＃
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
あ
り
だ

２
０
２
３ Instagram

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
事
業
内
容　
　

Ｂ
ｕ
ｙ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ

ｒ
ｉ
ｄ
ａ
２
０
２
３
事
業
期

間
中
に
、Instagram

へ
参

加
店
で
購
入
し
た
商
品
や
食

べ
物
の
写
真
を
「
＃
バ
イ
ロ

ー
カ
ル
あ
り
だ
２
０
２
３
」

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
、
撮
影

し
た
参
加
店
名
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
を
付
け
投
稿
く
だ
さ

い
。
投
稿
さ
れ
た
写
真
の
中

か
ら
参
加
店
舗
の
選
出
に
よ

り
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
詳
細

対
象
店
舗
や
応
募
方
法
の

詳
細
は
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
「
＠buy_local_arida

」

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ゴ
・
チ
ラ
シ
・
デ
ザ
イ

ン
ツ
ー
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
等
）

○
十
月
開
催
分

令
和
五
年
十
月
十
一
日
㈬

十
三
時
～
十
六
時

・
相
談
内
容
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
Ｈ
Ｐ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
）

○
問
：
紀
州
有
田
商
工
会
議

所
☎
〇
七
三
七-

八
三-

四
七
七
七

当
商
工
会
議
所
で
は
、
公

正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近

畿
中
国
事
務
所
の
経
済
取
引

指
導
官
を
講
師
に
独
占
禁
止

法
セ
ミ
ナ
ー
を
以
下
の
通
り

開
催
す
る
。

○
日
時
…
九
月
八
日
（
金
）

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

○
会
場
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所　

六
階
会
議
室

○
講
師
…
公
正
取
引
委
員
会

事
務
総
局
近
畿
中
国
四
国

事
務
所
経
済
取
引
指
導
官

○
テ
ー
マ
…
「
入
札
談
合
の

防
止
に
向
け
て
～
公
正
な

取
引
を
目
指
し
て
～
」

○
申
込
・
問
…
紀
州
有
田
商

工
会
議
所

☎
〇
七
三
七-

　

八
三-

四
七
七
七
ま
で

※
申
込
締
切
…
九
月
一
日
㈮

ま
で
。

会
場
…
廣
久

○
中
央
支
部

九
月
二
十
九
日
（
金
）

十
八
時
～

会
場
…
パ
ル
テ
ィ
ナ

○
保
田
支
部

十
月
六
日
（
金
）

十
八
時
～

会
場
…
鮎
茶
屋

○
宮
原
支
部

九
月
二
十
七
日
（
水
）

十
八
時
～

会
場
…
橘
家

○
糸
我
支
部

九
月
二
十
二
日
（
金
）

十
八
時
～

会
場
…
南
蛮
亭

※
案
内
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
て

八
月
中
に
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。

問
…
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
八
三
‐
四
七
七
七

〇
〇
〇
円
分
、
全
店
舗
共

通
券
五
，
〇
〇
〇
円
分
）

※
地
元
店
舗
：
市
内
に
本
店

が
あ
る
法
人
又
は
個
人
事

業
主
の
店
舗

・
発
送
予
定
：
令
和
五
年
九

月
上
旬
か
ら
順
次
発
送

・
利
用
期
限
：
到
着
後
か
ら

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日

（
水
曜
）
ま
で

・
取
扱
店
舗
：
商
品
券
送
付

時
に
店
舗
一
覧
を
同
封
。

※
一
覧
に
記
載
で
き
な
か
っ

た
分
に
つ
い
て
は
、
随
時
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
。

二
千
発
の
花
火
が
来
場
者

を
魅
了
し
た
ほ
か
、
有
田
市
民

会
館
紀
文
ホ
ー
ル
内
に
お
い

て
ダ
ン
ス
、
歌
、
大
抽
選
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
た
。

今
年
の
紀
文
ま
つ
り
に
ご

協
賛
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
事
業
所
、
市
民
の
皆
様
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
相
談
内
容

相
続
、
贈
与
、
売
買
等

登
記
諸
問
題

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
込　
ご
希
望
の
方
は

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
〇
七
三
七
‐

　

八
三
‐
四
七
七
七

支
部
会
員
交
流
会
開
催
の
ご
案
内

有
田
市
地
域
活
性
化
商
品
券
の
ご
案
内

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

第
四
十一回
紀
文
ま
つ
り

三
八
，〇
〇
〇
人
で
に
ぎ
わ
う

無
料
法
律
相
談

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
＆

　
　
　
和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

合
同
経
営
相
談
会

独
占
禁
止
法
セ
ミ
ナ
ー

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

本
年
十
月
よ
り
開
始
し
ま
す

当
商
工
会
議
所
で
は
、『
食
を
通
じ
て
地
域
の
繋
が
り
を
創
造
』
を
テ
ー
マ

に
「
第
二
十
一
回
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
を
十
一
月
五
日
㈰
に

ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園
（
南
岸
）
に
お
い
て
開
催
す
る
。

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
数
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。	（
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
）

Ｂｕｙ Ｌｏｃａｌ Ａｒｉｄａ２０２３
十月一日㈰より開始
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市
民
の
窓

各
地
で
花
火
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
帰
省
す
る
孫
た
ち
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ご
み
の
散
乱
が

テ
レ
ビ
で
観
ら
れ
ま
す
。
有

田
市
で
は
そ
の
様
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
野　

Ｐ
Ｎ
：
ピ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

◆

今
年
の
夏
は
特
別
暑
く
大

誰
が
利
用
し
て
い
る
の

か
な
と
感
じ
る
の
で
す
が
、

元
々
は
意
味
が
あ
っ
て
駅
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
時

代
が
進
む
に
つ
れ
て
集
落
が

な
く
な
っ
た
り
、
近
く
に
高

速
道
路
が
で
き
て
鉄
道
を
使

わ
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

利
用
者
が
極
端
に
減
り
、
駅

周
辺
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た

の
で
す
。
今
は
秘
境
駅
の
周

り
に
は
民
家
が
な
い
こ
と
が

多
く
、
ア
ク
セ
ス
す
る
道
が

な
い
駅
も
あ
り
、
訪
れ
る
の

が
困
難
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
鉄
道
で
行
こ
う
に
も
、

普
通
列
車
で
も
通
過
し
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
、
本
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
困
難
さ
が
秘
境
駅

に
引
き
付
け
ら
れ
る
魅
力
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

秘
境
駅
を
初
め
て
訪
れ
た

の
は
大
学
生
の
時
で
、
飯
田

線
の
田
本
駅
で
す
。
こ
の
駅

は
、
秘
境
駅
の
多
い
飯
田
線

の
中
で
も
有
数
の
秘
境
感
が

あ
る
駅
で
、
天
竜
川
の
渓
谷

の
崖
に
沿
っ
て
へ
ば
り
つ
く

よ
う
に
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
駅
か
ら
は
獣
道
の
よ
う

な
山
道
が
続
き
、
20
分
ほ
ど

歩
い
て
み
て
も
全
く
家
や
人

の
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
駅

に
戻
っ
て
も
次
の
列
車
ま
で

３
時
間
ほ
ど
あ
り
、
ベ
ン
チ

「
秘
境
駅
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
人

里
離
れ
た
所
に
あ
る
駅
の
こ

と
を
い
い
、
そ
こ
は
林
の
中

だ
っ
た
り
、
広
大
な
草
原
の

中
だ
っ
た
り
、
列
車
に
乗
っ

て
い
る
と
な
ぜ
こ
こ
に
駅
が

あ
る
の
だ
ろ
う
と
驚
く
所
に

あ
り
ま
す
。

に
座
っ
て
ぼ
ー
っ
と
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕

方
な
く
し
ば
ら
く
景
色
を
眺

め
て
い
た
ら
、
は
っ
と
気
が

付
い
た
の
で
す
。
駅
か
ら
見

え
る
景
色
は
人
工
物
が
全
く

な
く
、
聞
こ
え
る
音
も
川
の

せ
せ
ら
ぎ
と
鳥
の
鳴
き
声
だ

け
だ
っ
た
の
で
す
。
普
段
生

活
す
る
日
常
が
ど
れ
だ
け
人

の
つ
く
っ
た
物
や
音
に
あ
ふ

れ
て
い
る
の
か
、
何
も
な
い

か
ら
こ
そ
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ち
の
喧
騒
（
け
ん
そ

う
）
か
ら
解
放
さ
れ
、
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た

の
で
す
。

そ
ん
な
秘
境
駅
で
す
が
、

利
用
者
が
少
な
い
の
で
、
廃

止
に
な
る
駅
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
駅
が
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
も
の
で
す
。
北
海
道

の
石
北
本
線
に
は
、奥
白
滝
・

上
白
滝
・
白
滝
・
旧
白
滝
・

下
白
滝
と
５
駅
続
く
区
間
が

あ
り
ま
し
た
が
、
次
々
と
廃

止
に
な
り
、
今
は
白
滝
駅
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
無
人

駅
で
あ
っ
て
も
保
守
・
維
持

に
経
費
が
か
か
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
が
、
最
近
で
は
秘
境

駅
を
観
光
に
活
用
す
る
所
が

出
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
の

小
幌
駅
は
、
豊
浦
町
が
管
理

す
る
こ
と
で
存
続
し
て
い
ま

す
。
過
度
に
手
を
加
え
る
必

要
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
を
保

つ
だ
け
で
も
個
性
的
で
、
こ

う
し
た
観
光
の
目
的
地
に
な

り
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
が

き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
い
る

と
思
う
と
、
訪
れ
た
時
に
う

れ
し
く
感
じ
る
も
の
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
秘
境

駅
。
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

◇
藤
富　

郷
／
ふ
じ
と
み
・
ご
う

気
象
予
報
士
、
税
理
士
。

埼
玉
県
三
郷
市
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
修
了
。
大
学
院
在
学
中

に
気
象
予
報
士
に
登
録
。
日

本
テ
レ
ビ
「
ス
ッ
キ
リ
」
に

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出

演
し
な
が
ら
税
理
士
試
験
に

合
格
し
、
２
０
１
６
年
に
開

業
。
21
年
に
越
谷
税
務
署
長

表
彰
受
賞
。
趣
味
の
鉄
道
で

は
、
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
出
演
や

時
刻
表
、
鉄
道
模
型
雑
誌
に

コ
ラ
ム
を
寄
稿
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
ダ
ム
に
も
造
詣
が

深
く
、“
複
業
”
と
し
て
得

意
を
組
み
合
わ
せ
て
幅
広
く

活
躍
中
。
地
元
の
「
三
郷
市

Ｐ
Ｒ
大
使
」
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
も
深
め
て

い
る
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

	

（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

〇
日
時
…
九
月
七
日
㈭

	

十
時
三
十
分

	

十
月
五
日
㈭

	

十
時
三
十
分

〇
内
容
…
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

	

「
ス
パ
イ
の
妻
」

〇
日
時
…
九
月
十
三
日
㈬

	

十
四
時

	

（
約
一
一
五
分
）

〇
定
員
…
六
十
名

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

（
子
ど
も
向
け
）

〇
日
時
…
九
月
十
六
日
㈯

	

十
四
時

〇
内
容
…
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ

◆
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト

	

「
安
心
！
大
事
！
身
近
な
防

災
～
防
災
ボ
ト
ル
作
り
～
」

〇
日
時
…
九
月
十
七
日
㈰

	

十
四
時

〇
参
加
費
…
二
〇
〇
円

〇
定
員
…
十
名

参
加
申
し
込
み
受
付
中
！

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
さ
や
き
の
お
は
な
し
会

〇
日
時
…
九
月
二
十
三
日
㈯

	

十
時
三
十
分

〇
内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休
館

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

	

九
時
三
十
分
～
十
二
時

〈
九
月
の
図
書
館
休
館
日
〉

毎
週
火
曜
日
と
図
書
整
理
日

の
九
月
二
十
九
日
㈮

問
…
有
田
市
図
書
館

☎
八
二
ー
三
二
二
〇

気象予報士×税理士  藤富 郷の

「秘境駅で心が洗われる」

クラウドな話
変
で
す
ね
。
藤
富
さ
ん
の
話

で
熱
中
症
予
防
に
外
出
の
際
、

本
当
に
「
日
傘
」
が
大
切
と

難
じ
ま
し
た
。
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

（
港
町　

Ｐ
Ｎ
：
ホ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

◆

「
ク
ラ
ウ
ド
な
話
」
で
、

近
年
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

夏
の
猛
暑
が
異
常
で
す
。
脱

炭
素
社
会
へ
の
世
界
的
な
取

組
が
不
可
欠
で
す
。

（
初
島
町　

松
岡
育
子
さ
ん
）

◆

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
連
日
続
い
て
本
当
に
暑
い

で
す
。「
予
想
最
高
気
温
」

を
確
認
し
て
熱
中
症
に
な
ら

な
い
よ
う
備
え
た
い
で
す
。

（
宮
崎
町　

Ｐ
Ｎ
：
し
い
ち
ゃ

ん
さ
ん
）

☆
応
募
要
項

○
応
募
締
め
切
り
＝

九
月
十
日
（
消
印
有
効
）

○
発
　
表
＝
十
月
号
で

○
官
製
は
が
き
に
九
月
号
と

明
記
の
う
え
九
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
答
え
を
書

い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ

い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨
を

変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や
割

愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

○
あ
て
先
＝

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
スパ

ズ
ル
係
』

○
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

○
賞　

品
＝
七
月
～
十
二
月

号
対
象
に
抽
選

○
八
月
号
の
正
解
は
「
無
花

果
」
で
し
た
。

B 穀 A 字

目 無 肩

事 流

感 勤

徹 受 機

C 成

路 支 実 性 行

十 通 飯 二 五

信 夜 構

答 …
A B C

リ
ス
ト
か
ら
漢
字
を
選
び
、
空
い
た
マ
ス

を
埋
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

ひ
と
つ
の
文
字
は
１
回
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
Ａ
～
Ｃ
の
マ
ス
に
入
る
漢
字
で
で

き
る
三
字
熟
語
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

漢

詰
字

め
ク
ロ
ス

令
和
五
年
十
月
か
ら
制
度

が
開
始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
概
要
の
説
明
会
及
び

登
録
申
請
の
相
談
会
を
下
記

の
日
程
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

○
日
時

・
九
月
二
十
七
日
㈬
十
時
～

十
一
時

・
十
月
二
十
五
日
㈬
十
四
時

～
十
五
時

○
場
所

　

湯
浅
納
税
協
会　

三
階

（
湯
浅
町
湯
浅
二
四
三
〇-

七
七
）

☆
九
月
一
日
…
正
副
会
頭
会

☆
九
月
四
日
…
広
報
委
員
会

☆
九
月
八
日
…
独
占
禁
止
法

セ
ミ
ナ
ー

☆
九
月
十
日
…
女
性
会
五
十

周
年
記
念
式
典

☆
九
月
十
日
…
発
明
ク
ラ
ブ

活
動
日

☆
九
月
十
五
日
…
常
議
員
会

☆
九
月
十
五
日
…
港
支
部
会

員
交
流
会

☆
九
月
二
十
二
日
…
建
設
業

部
会
役
員
会

☆
九
月
二
十
二
日
…
初
島
支

部
会
員
交
流
会

☆
九
月
二
十
二
日
…
糸
我
支

部
会
員
交
流
会

☆
九
月
二
十
四
日
…
発
明
ク

ラ
ブ
活
動
日

☆
九
月
二
十
七
日
…
宮
原
支

部
会
員
交
流
会

☆
九
月
二
十
九
日
…
工
業
部

会
役
員
会

☆
九
月
二
十
九
日
…
中
央
支

部
会
員
交
流
会

健
康
経
営
優
良
法
人

二
〇
二
四
の
申
請
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た

「
健
康
経
営
」
と
は
従
業

員
等
の
健
康
保
持
・
増
進
を

通
じ
て
会
社
の
生
産
性
向
上

を
目
指
す
経
営
手
法
の
こ
と

で
す
。
健
康
な
従
業
員
が
多

い
職
場
は
活
力
が
増
し
、
中

長
期
的
な
業
績
・
企
業
価
値

の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
近
年
全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
健
康
経
営
優
良
法

人
の
認
定
法
人
数
は
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
和
歌

山
支
部
加
入
事
業
所
で
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
２
３
の

認
定
を
受
け
て
い
る
事
業
所

は
次
の
通
り
で
す
。

・
大
規
模
法
人
部
門

　
　

四
事
業
所

・
中
小
規
模
法
人
部
門

　
　
（
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
）

　
　

一
事
業
所

有
田
市
糸
我
町
の
「
パ
テ

ィ
ス
リ
ー
ク
ス
ギ
ン
」
は
本

年
で
創
業
七
十
五
周
年
を
迎

え
る
。

永
年
、
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
営
業
し

て
き
た
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
た
め
、
七
十
五
周
年
記
念

の
新
作
ケ
ー
キ
を
十
種
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
三
〇
〇

セ
ッ
ト
の
数
量
限
定
で
新
作
ケ

○
参
加
方
法

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

（
個
人
事
業
所
、法
人
）は
、

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
申

込
み
（
予
約
）
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
連
絡
・
問
合
せ
先

　

湯
浅
税
務
署　

法
人
課
税

部
門

　

☎
六
三-

五
四
〇
六

・
中
小
規
模
法
人
部
門

　
　

八
十
二
事
業
所

「
健
康
経
営
優
良
法
人

二
〇
二
四
」
の
申
請
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
右
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
専
用

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（「
A
C
T
I
O
N
!
健
康
経

営
（
日
本
経
済
新
聞
社
）」
の

ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

ー
キ
十
種
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

「
プ
テ
ィ
ガ
ト
ー
セ
ッ
ト
」
の

予
約
を
行
っ
て
い
る
。

■
創
業
七
十
五
周
年
を

　
迎
え
る
に
あ
た
り

初
代
（
祖
父
）
が
昭
和

二
十
三
年
、
吉
備
町
（
現
有

田
川
町
）
に
楠
吟
製
菓
舗
を

開
業
し
ま
し
た
。
当
初
は
製

パ
ン
業
で
し
た
。
後
に
最
中

や
ま
ん
じ
ゅ
う
と
い
っ
た
和

有
田
市
民
会
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
！

九
月
十
日
㈰
十
四
時
三
十

分
開
演
（
約
一
二
〇
分
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

～
こ
ど
も
の
心
に
ひ
ろ
が
る

愛
と
友
情
の
物
語
～

【
全
席
指
定
】　

一
般
：
前
売
一
，
〇
〇
〇
円

（
当
日
一
，
三
〇
〇
円
）

高
校
生
以
下
：
前
売
五
〇
〇
円

（
当
日　
　

八
〇
〇
円
）

※
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
未
就
学

児
は
膝
上
鑑
賞
に
限
り
鑑

賞
無
料
。（
た
だ
し
、
お
席

が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ

ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。）

【
出
演
者
】

ハ
イ
ジ
：
伊
藤
寧
々
（
元 

乃
木
坂
46
）

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
：
正
木

慎
也
（
元 

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
，

お
祭
り
忍
者
）

第
五
回 

大
阪
交
響
楽
団

特
別
演
奏
会
紀
文
ホ
ー
ル

名
曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

十
月
一
日
㈰
十
五
時
開
演

（
約
一
二
〇
分
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
3
番

ニ
短
調
作
品
30

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／

交
響
曲
第
5
番

ホ
短
調
作
品
64
ほ
か

【
出
演
】

指
揮
：
髙
橋
直
史　

杉
村
太
蔵

～
地
域
活
性
化
の
カ
ギ
は
、　

人
柄
と
い
う
名
の
文
化
だ
～

○
開
催
日

十
月
九
日
（
月
祝
）

○
時
間

開
場
：
十
三
時

開
演
：
十
三
時
三
十
分

○
会
場

有
田
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル

○
講
師

杉
村
太
蔵 

氏

○
演
題

「
有
田
市
の
活
性
化
の
た

め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」

○
入
場
無
料
【
チ
ケ
ッ
ト
制
】

○
入
場
整
理
券
の
ご
案
内

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
整
理
券
は

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
に

て
配
布
（
無
く
な
り
次
第

終
了
）

○
配
布
時
間

平
日
九
時
～
十
七
時
三
十
分

○
問
：
有
田
市
同
友
会
事
務
局

☎
八
三
│
四
七
七
七

杉
村
太
蔵
氏  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
七
九
年
八
月
十
三

日
北
海
道
旭
川
市
出
身
。

二
〇
〇
五
年
九
月
第
四
十
四

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
最

年
少
当
選
を
果
た
し
、
厚
生

労
働
委
員
会
、
決
算
行
政
監

視
委
員
会
に
所
属
。
労
働
問

題
を
専
門
に
、
特
に
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
問
題
な
ど
若
年

者
雇
用
の
環
境
改
善
に
尽

力
。
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

後
期
博
士
課
程
取
得
退
学
。

現
在
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
活
動

す
る
一
方
、
新
規
創
業
支
援

を
中
心
と
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
提
唱
し
二
〇
二
二

年
七
月
地
元
旭
川
市
で
「
旭

川
は
れ
て
屋
台
村
」
を
開
業
。

ソ
リ
ス
ト
：
太
田
糸
音

（
ピ
ア
ノ
）

【
全
席
指
定
】

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

・
前
売

一
般
：
二
，
〇
〇
〇
円

（
当
日
二
，
五
〇
〇
円
）

高
校
生
：
八
〇
〇
円

（
当
日
一
，
〇
〇
〇
円
）

小
中
学
生
：
五
〇
〇
円

（
当
日
八
〇
〇
円
）

・
販
売
場
所
：
市
民
会
館
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（eplus.jp

）

・
共
催
：
公
益
財
団
法
人 

日
本
交
響
楽
振
興
財
団

・
協
賛
：
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

株
式
会
社

※
こ
の
演
奏
会
は
、
競
輪
の
補

助
を
受
け
て
開
催
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
配
布
中
！

十
月
二
十
二
日
（
日
）

十
三
時
開
演

（
約
二
〇
五
分
）

第
二
十
九
回

人
権
啓
発
市
民
の
つ
ど
い

・
映
画
会
　
母
さ
ん
が
ど
ん

な
に
僕
を
嫌
い
で
も

・
講
演
会　

歌
川
た
い
じ
氏

「
逆
光
力
│
折
れ
な
い
心

を
考
え
る
│
」

【
全
席
自
由
】

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

・
場
所
：
市
民
会
館

紀
文
ホ
ー
ル

・
問　
有
田
市
民
会
館　

☎ 

八
二
│
二
六
二
六

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
・
登
録
申
請
相
談
会
」の

開
催
に
つ
い
て	

～
湯
浅
税
務
署
～

有
田
市
同
友
会
創
立
六
十
周
年

記
念
講
演
会

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
事
業
主
・
加
入
者
の

皆
様
へ
お
知
ら
せ

梅
雨
明
け
を
待
ち
焦
が
れ
た
る
山
の
旅

万
谷
明
憲

ウ
ク
レ
レ
の
軽
や
か
窓
辺
ア
マ
リ
リ
ス

森
山
千
代

夢
に
ま
た
母
の
背
に
見
る
夏
の
月

梅
本
泰
子

梅
雨
出
水
漁
港
に
溜
ま
る
生た

活つ
き

ゴ
ミ梅

本
明
宏

認
知
せ
ぬ
夫つ

ま

の
亡な
き

骸が
ら

油
照

梅
本
哲
夫

海
の
日
や
生
家
は
日
が
な
波
の
音

青
山 

礼
子

　

ひ
と
こ
と

会
と
催
し

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
十
種
の
新

作
ケ
ー
キ
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
予
約
・
引
渡
し
・
投
票
に

つ
い
て

現
在
、
三
〇
〇
セ
ッ
ト
限
定

で
予
約
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
一
セ
ッ
ト

一
，
六
二
〇
円
（
税
込
）

予
約
受
付
は
店
頭
の
み
。

引
渡
し
は
十
月
十
六
日
㈪

か
ら
十
月
三
十
一
日
㈫
ま
で
。

ま
た
、
引
換
え
時
に
投
票

券
を
お
渡
し
し
、
十
種
の
ケ

ー
キ
を
食
べ
て
気
に
入
っ
て

い
た
だ
い
た
ケ
ー
キ
に
投
票

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
投

票
上
位
の
ケ
ー
キ
は
店
頭
販

売
商
品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
：
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ク
ス
ギ
ン

☎
〇
七
三
七
‐

　

八
八
‐
七
四
七
七

菓
子
を
製
造
・
販
売
し
、
二

代
目
（
父
）
が
「
ク
ス
ギ
ン

洋
菓
子
店
」
と
し
て
ケ
ー
キ

の
製
造
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
父
の
早
逝
に
よ
り
、私
、

楠
木
一
郎
が
三
代
目
と
し
て

“
ク
ス
ギ
ン
”
を
引
継
ぎ
、

今
に
至
り
ま
す
。
時
代
と
と

も
に
商
品
や
販
売
ス
タ
イ
ル

を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
お
客

様
と
地
域
に
寄
り
添
い
、
店

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

■
七
十
五
周
年
記
念
限
定

「
プ
テ
ィ
ガ
ト
ー
セ
ッ
ト
」
を

三
〇
〇
セ
ッ
ト
限
定
販
売

シ
ェ
フ
（
楠
木
一
郎
）
が
修

業
時
代
に
京
都
の
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
で
学
ん
で
き
た
お
菓
子

た
ち
を
復
刻
。
和
歌
山
の
素

材
や
新
し
い
材
料
、
現
在
の

技
術
を
取
り
入
れ
た
新
し
い

▼
今
年
の
立
秋
は
八
月
八
日

秋
の
風
が
吹
き
始
め
る
時

期
を
意
味
す
る
記
念
日
と

は
い
え
、
実
際
は
一
年
の

内
で
最
も
暑
い
時
期
…

連
日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま

す
ね
。

▼
さ
て
、
夏
と
い
え
ば
花

火
！
日
本
初
の
花
火
大
会

は
江
戸
時
代
享
保
十
八
年

今
の
名
称
で
言
う
「
隅
田

川
花
火
大
会
」
だ
そ
う
。

▼
先
日
八
月
十
一
日
、
四
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
第
四
十
一
回
紀
文
ま

つ
り
」
皆
様
は
ど
う
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
？
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
予
想
以
上
の

人
出
で
賑
わ
っ
た
と
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
紀
文
ま

つ
り
の
花
火
は
有
田
サ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
観
覧
席
を
設
け
、

二
〇
〇
〇
発
の
花
火
が
夜

を
彩
り
ま
し
た
。

♬
パ
ッ
と
咲
い
て
空
に
咲

い
て
夜
を
飾
る
火
花
♬

一
瞬
の
輝
き
と
轟
、
そ
し

て
あ
っ
と
い
う
間
に
、散
っ

て
し
ま
う
儚
さ
…
花
火
の

感
じ
方
は
人
其
れ
其
れ

…
夜
空
一
点
に
集
中
し
て

色
々
な
こ
と
を
想
い
感
じ

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
こ

ろ
に
は
雑
念
を
取
り
払
っ

て
心
地
よ
い
世
界
へ
誘
い

で
く
れ
る
。
無
に
な
り
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る

感
覚
が
私
は
好
き
で
す
。

▼
来
年
の
夏
花
火
を
早
々
に

心
待
ち
に
し
て
い
る
私
で

す
…
。

（
田
中
）

商
工
文
芸 

鰈
串
俳
句
会

共
感
の
一
句

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

創
業
七
十
五
周
年
の

　
感
謝
を
ケ
ー
キ
で
伝
え
る

　
　
記
念
新
作
ケ
ー
キ
十
種

「
プ
テ
ィ
ガ
ト
ー
セ
ッ
ト
」を
限
定
販
売

～P
atisserie K

usugin

～

今
日
は
七
月
十
七
日
海
の
日
。
国
民
の
祝
日
の

一
つ
で
あ
る
。
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
海
洋
日
本
の

繁
栄
を
願
う
日
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。

生
ま
れ
育
っ
た
実
家
で
は
終
日
波
の
音
が
聞
こ

え
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。
波
が
子
守
唄
代
わ

り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

生
家
と
い
う
言
葉
が
よ
く
利
い
た
懐
古
の
一
句

と
な
っ
た
。

編
集
委
員
　
綛
田
隆
信

プ
レ
リ
リ
ー
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

令
和
五
年
度
　
有
田
市
美
術
展
　
作
品
募
集

・
応
募
資
格
…
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
（
各
教

室
等
含
む
）
な
ら
び
に
本
市
出
身
の
方
。

市
外
在
住
の
方
の
う
ち
、
過
去
に
出
品

し
た
こ
と
の
あ
る
方
。（
高
校
生
以
上
）

・
募
集
作
品
…
絵
画
・
写
真
・
書

・
申
込
…
十
月
一
日
㈰
～
十
五
日
㈰

・
搬
入
…
十
一
月
二
日
㈭　

十
五
時
～
十
七
時

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
へ

・
展
示
…
十
一
月
四
日
㈯　

九
時
～
十
七
時

十
一
月
五
日
㈰　

九
時
～
十
六
時

※
応
募
規
定
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
…
有
田
市
教
育
委
員
会　

文
化
振
興
係
（
有
田
市    

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
八
二
│
三
二
二
一
（
水
曜
休
館
）

海
草
・
有
田
地
方
文
化
協
会
　
第
三
十
三
回
芸
能
交
流
会

・
日
時
…
九
月
三
日
㈰　

開
場
：
十
三
時　

開
演
：
十
三
時
三
十
分

・
場
所
…
有
田
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル

・
入
場
無
料

《
演
目
》

・
民
謡
、
民
踊
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
器
楽
、
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
歌
謡

・
問
…
有
田
市
文
化
協
会　

事
務
局
（
有
田
市
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
八
二
│
三
二
二
一
（
水
曜
休
館
）

有
田
市
囲
碁
大
会

・
日
時
…
九
月
十
七
日
㈰　

九
時
三
十
分
（
受
付
九
時
）

・
会
場
…
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

・参
加
費
…
一
般
二
，〇
〇
〇
円
（
弁
当
代
五
〇
〇
円
含
）

学
生
一
，〇
〇
〇
円（
弁
当
代
五
〇
〇
円
含
）

・
問
…
有
田
市
文
化
協
会
囲
碁
部

井
邉
（
☎
八
二
│
六
六
五
三
）

森
川
（
☎
八
三
│
三
〇
一
七
）

ま
た
は
、
有
田
市
文
化
協
会
事
務
局

（
☎
八
二
│
三
二
二
一
）

紀
の
国
山
草
会
　
秋
の
山
野
草
展

・
日
時
…
九
月
三
十
日
㈯　

九
時
～
十
六
時

十
月
一
日
㈰　

九
時
～
十
五
時

・
会
場
…
初
島
公
民
館

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報
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